
（青森県 平成26年度）

メ
ニュー

①

メ
ニュー

②
事業内容 事業費

備
考

（円）

交付
金

都道
府県
費

市町
村費

その
他

弘前市 弘前市
りんご
省力生
産組合

果樹
(りん
ご)

▼【果
樹】▼
（生産
性向
上）▼
労働時
間の削
減（生
産量１
ｔ当た
りの削
減）
88.95時
間→
70.05時
間以下

89.0時
間

－ － － － － － － 70.1時
間

70.1時
間

100.0% 労働時間
の削減目
標を達成
１ｔ当た
り18.9時
間

小規模土
地基盤整
備
改植等一
式
16.98ha

68,763,871 34,366,000 6,873,000 6,873,000 20,651,871 H19.3.30 わい化への
改植で、栽
培管理の省
力化が図ら
れ、１ｔ当
たり18.9時
間の労働時
間が削減さ
れたことに
より目標が
達成され
た。

事業による改
植でわい化栽
培への切り替
えを進め、作
業効率が向上
し、労働時間
削減の目標が
達成された。

弘前市 相馬わ
い化推
進組合

果樹
(りん
ご)

▼【果
樹】▼
（品質
向上）
▼りん
ご全出
荷量に
占める
秀品割
合の増
加
53.8%→
65.8%

53.8% － － － － － － － 65.9% 65.8% 100.8% りんご全
出荷量に
占める秀
品割合増
加目標を
達成
12.1ポイ
ント

小規模土
地基盤整
備
改植等一
式
4.11ha

35,367,738 17,683,000 3,536,000 3,536,000 10,612,738 H19.3.25 りんごの全
出荷量に占
める秀品割
合が12.1ポ
イント増加
し目標が達
成された。

事業による改
植でわい化栽
培面積を拡大
し省力化を図
るとともに、
早期の摘果作
業と栽培技術
の習得により
の目標が達成
された。

黒石市 18年黒
石改植
組合

果樹
(りん
ご)

▼【果
樹】▼
（生産
性向
上）▼
労働時
間の削
減（生
産量１
ｔ当た
りの削
減）
88.0時
間→
69.5時
間以下

88.0時
間

－ － － － － － － 69.5時
間

69.5時
間

100.0% 労働時間
の削減目
標を達成
１ｔ当た
り18.5時
間

小規模土
地基盤整
備
改植等一
式
5.09ha

50,779,765 25,389,000 5,077,000 2,538,000 17,775,765 H19.3.30 わい化への
改植で、栽
培管理の省
力化が図ら
れたことに
より、生産
量１ｔ当た
り18.5時間
の労働時間
が削減さ
れ、目標が
達成され
た。

事業による改
植でわい化栽
培への切り替
えを進め、作
業効率が向上
し、労働時間
削減の目標が
達成された。

６年後
（平成
24年）

７年後
（平成
25年）

８年後
（平成
26年）

目標値
（平成
26年）

達成率

（工種、施
設区分、構
造、規格、
能力等）

計画時
（平成
17年）

１年後
（平成
19年）

２年後
（平成
20年）

３年後
（平成
21年）

４年後
（平成
22年）

５年後
（平成
23年）

６年後
（平成
24年）

７年後
（平成
25年）

８年後
（平成
26年）

目標値
（平成
26年）

達成率

（対象
作物・
畜種等
名）②

完了
年月
日

事業実施主
体の評価

都道府県の評
価

（対象
作物・
畜種等
名）①

計画時
（平成
17年）

１年後
（平成
19年）

２年後
（平成
20年）

３年後
（平成
21年）

４年後
（平成
22年）

５年後
（平成
23年）

事業実施主体等取組評価報告書（産地競争力の強化を目的とした整備事業）

市町
村名

事業実
施主体

名

成果目
標の具
体的な
内容①

事業実施後の状況①

成果目標
の具体的
な実績①

成果目
標の具
体的な
内容②

事業実施後の状況②

成果目標
の具体的
な実績②

負担区分（円）



メ
ニュー

①

メ
ニュー

②
事業内容 事業費

備
考

（円）

交付
金

都道
府県
費

市町
村費

その
他

６年後
（平成
24年）

７年後
（平成
25年）

８年後
（平成
26年）

目標値
（平成
26年）

達成率

（工種、施
設区分、構
造、規格、
能力等）

計画時
（平成
17年）

１年後
（平成
19年）

２年後
（平成
20年）

３年後
（平成
21年）

４年後
（平成
22年）

５年後
（平成
23年）

６年後
（平成
24年）

７年後
（平成
25年）

８年後
（平成
26年）

目標値
（平成
26年）

達成率

（対象
作物・
畜種等
名）②

完了
年月
日

事業実施主
体の評価

都道府県の評
価

（対象
作物・
畜種等
名）①

計画時
（平成
17年）

１年後
（平成
19年）

２年後
（平成
20年）

３年後
（平成
21年）

４年後
（平成
22年）

５年後
（平成
23年）

市町
村名

事業実
施主体

名

成果目
標の具
体的な
内容①

事業実施後の状況①

成果目標
の具体的
な実績①

成果目
標の具
体的な
内容②

事業実施後の状況②

成果目標
の具体的
な実績②

負担区分（円）

平川市 平成18
年度平
川市り
んご改
植組合

果樹
(りん
ご)

▼【果
樹】▼
（生産
性向
上）▼
労働時
間の削
減（生
産量１
ｔ当た
りの削
減）
88.0時
間→
69.6時
間以下

88.0時
間

－ － － － － － － 69.6時
間

69.6時
間

100.0% 労働時間
の削減目
標を達成
１ｔ当た
り18.4時
間

小規模土
地基盤整
備
改植等一
式
7.85ha

76,950,218 38,475,000 7,695,000 7,695,000 23,085,218 H19.3.16 わい化への
改植で、栽
培管理の省
力化が図ら
れ、１ｔ当
たり18.4時
間の労働時
間が削減さ
れたことに
より目標が
達成され
た。

事業による改
植でわい化栽
培面積を拡大
し省力化を図
るとともに、
晩生種から早
生、中生種へ
切り替えを進
め、労働時間
が削減され
た。

藤崎町 藤崎町
りんご
わい化
栽培研
究会

果樹
(りん
ご)

▼【果
樹】▼
（生産
性向
上）▼
労働時
間の削
減（生
産量１
ｔ当た
りの削
減）
86.9時
間→
68.0時
間以下

86.9
時間

－ － － － － － － 66.8
時間

68.0
時間

106.3% 労働時間
の削減目
標を達成
１ｔ当た
り20.1時
間

小規模土
地基盤整
備
改植等一
式
1.59ha

24,068,763 12,034,000 2,406,000 1,203,000 8,425,763 H19.3.30 わい化への
改植による
作業効率の
向上に加え
収量が増加
したため、
１ｔ当たり
20.1時間の
労働時間が
削減され、
目標が達成
された。

事業による改
植でわい化栽
培面積を拡大
し省力化を図
るとともに、
早期の摘果作
業により作業
効率を高め、
労働時間が削
減された。

藤崎町 竹原わ
い化組
合

果樹
(りん
ご)

▼【果
樹】▼
（生産
性向
上）▼
労働時
間の削
減（生
産量１
ｔ当た
りの削
減）
86.9時
間→
68.0時
間以下

86.9時
間

－ － － － － － － 67.8時
間

68.0時
間

101.1% 労働時間
の削減目
標を達成
生産量１
ｔ当たり
19.1時間

小規模土
地基盤整
備
改植等一
式
1.32ha

19,990,551 9,995,000 1,999,000 999,000 6,997,551 H19.3.30 わい化への
改植による
作業効率の
向上に加
え、収量が
増加したた
め、１ｔ当
たり19.1時
間の労働時
間が削減さ
れ、目標が
達成され
た。

事業による改
植でわい化栽
培面積を拡大
し省力化を図
るとともに、
早期の摘果作
業により作業
効率を高め、
労働時間が削
減された。



メ
ニュー

①

メ
ニュー

②
事業内容 事業費

備
考

（円）

交付
金

都道
府県
費

市町
村費

その
他

６年後
（平成
24年）

７年後
（平成
25年）

８年後
（平成
26年）

目標値
（平成
26年）

達成率

（工種、施
設区分、構
造、規格、
能力等）

計画時
（平成
17年）

１年後
（平成
19年）

２年後
（平成
20年）

３年後
（平成
21年）

４年後
（平成
22年）

５年後
（平成
23年）

６年後
（平成
24年）

７年後
（平成
25年）

８年後
（平成
26年）

目標値
（平成
26年）

達成率

（対象
作物・
畜種等
名）②

完了
年月
日

事業実施主
体の評価

都道府県の評
価

（対象
作物・
畜種等
名）①

計画時
（平成
17年）

１年後
（平成
19年）

２年後
（平成
20年）

３年後
（平成
21年）

４年後
（平成
22年）

５年後
（平成
23年）

市町
村名

事業実
施主体

名

成果目
標の具
体的な
内容①

事業実施後の状況①

成果目標
の具体的
な実績①

成果目
標の具
体的な
内容②

事業実施後の状況②

成果目標
の具体的
な実績②

負担区分（円）

藤崎町 林崎わ
い化生
産組合

果樹
(りん
ご)

▼【果
樹】▼
（生産
性向
上）▼
労働時
間の削
減（生
産量１
ｔ当た
りの削
減）
86.9時
間→
68.0時
間以下

86.9時
間

－ － － － － － － 67.2時
間

68.0時
間

104.2% 労働時間
の削減目
標を達成
生産量１
ｔ当たり
19.7時間

小規模土
地基盤整
備
改植等一
式
1.28ha

22,085,986 11,042,000 2,208,000 1,104,000 7,731,986 H19.3.30 わい化栽培
により省力
化が図ら
れ、生産量
１ｔ当たり
19.7時間の
労働時間が
削減され、
目標が達成
された。

事業による改
植でわい化栽
培への切り替
えを進め、作
業効率が向上
し、労働時間
削減の目標が
達成された。

大鰐町 大鰐地
区りん
ご改植
推進組
合

果樹
(りん
ご)

▼【果
樹】▼
（生産
性向
上）▼
労働時
間の削
減（生
産量１
ｔ当た
りの削
減）
92.0時
間→
73.0時
間以下

92.0時
間

－ － － － － － － 70.0時
間

73.0時
間

115.8% 労働時間
の削減目
標を達成
生産量１
ｔ当たり
22.0時間

小規模土
地基盤整
備
改植等一
式
1.50ha

10,359,950 5,179,000 1,035,000 1,035,000 3,110,950 H19.3.30 わい化への
改植による
作業効率の
向上に加
え、収量が
増加したた
め、１ｔ当
たり22.0時
間の労働時
間が削減さ
れ、目標が
達成され
た。

事業による改
植でわい化栽
培面積を拡大
し省力化を図
るとともに、
早期の摘果作
業により作業
効率を高め、
労働時間が削
減された。

大鰐町 大鰐第
２りん
ご改植
推進組
合

果樹
(りん
ご)

▼【果
樹】▼
（生産
性向
上）▼
労働時
間の削
減（生
産量１
ｔ当た
りの削
減）
92.0時
間→
73.0時
間以下

92.0時
間

－ － － － － － － 70.0時
間

73.0時
間

115.8% 労働時間
の削減目
標を達成
生産量１
ｔ当たり
22.0時間

小規模土
地基盤整
備
改植等一
式　3.1ha

22,615,450 11,307,000 2,261,000 2,261,000 6,786,450 H19.3.30 わい化への
改植による
作業効率の
向上に加
え、収量が
増加したた
め、１ｔ当
たり22.0時
間の労働時
間が削減さ
れ、目標が
達成され
た。

事業による改
植でわい化栽
培面積を拡大
し省力化を図
るとともに、
早期の摘果作
業により作業
効率を高め、
労働時間が削
減された。



メ
ニュー

①

メ
ニュー

②
事業内容 事業費

備
考

（円）

交付
金

都道
府県
費

市町
村費

その
他

６年後
（平成
24年）

７年後
（平成
25年）

８年後
（平成
26年）

目標値
（平成
26年）

達成率

（工種、施
設区分、構
造、規格、
能力等）

計画時
（平成
17年）

１年後
（平成
19年）

２年後
（平成
20年）

３年後
（平成
21年）

４年後
（平成
22年）

５年後
（平成
23年）

６年後
（平成
24年）

７年後
（平成
25年）

８年後
（平成
26年）

目標値
（平成
26年）

達成率

（対象
作物・
畜種等
名）②

完了
年月
日

事業実施主
体の評価

都道府県の評
価

（対象
作物・
畜種等
名）①

計画時
（平成
17年）

１年後
（平成
19年）

２年後
（平成
20年）

３年後
（平成
21年）

４年後
（平成
22年）

５年後
（平成
23年）

市町
村名

事業実
施主体

名

成果目
標の具
体的な
内容①

事業実施後の状況①

成果目標
の具体的
な実績①

成果目
標の具
体的な
内容②

事業実施後の状況②

成果目標
の具体的
な実績②

負担区分（円）

南部町 南部町
わい化
技術研
究会

果樹
(りん
ご)

▼【果
樹】▼
（生産
性向
上）▼
労働時
間の削
減（生
産量１
ｔ当た
りの削
減）
83.6時
間→
60.0時
間以下

83.6時
間

－ － － － － － － 60.0時
間

60.0時
間

100.0% 労働時間
の削減目
標を達成
生産量１
ｔ当たり
23.6時間

小規模土
地基盤整
備
改植等一
式　1.0ha

3,920,776 1,960,000 392,000 392,000 1,176,776 H19.3.27 わい化栽培
により省力
化が図ら
れ、生産量
１ｔ当たり
23.6時間の
労働時間が
削減され、
目標が達成
された。

事業による改
植でわい化栽
培への切り替
えを進め、作
業効率が向上
し、労働時間
削減の目標が
達成された。

つがる市 つがる
市りん
ご改植
組合２
００６

果樹
(りん
ご)

▼【果
樹】▼
（生産
性向
上）▼
労働時
間の削
減（生
産量１
ｔ当た
りの削
減）
100時間
→78.0
時間以
下

100.0
時間

－ － － － － － － 76.0時
間

78.0時
間

109.1% 労働時間
の削減目
標を達成
生産量１
ｔ当たり
24.0時間

小規模土
地基盤整
備
改植等一
式
3.38ha

23,571,458 11,785,000 2,357,000 2,357,000 7,072,458 H19.3.30 わい化栽培
により省力
化が図ら
れ、生産量
１ｔ当たり
24.0時間の
労働時間が
削減され、
目標が達成
された。

事業による改
植でわい化栽
培への切り替
えを進め、作
業効率が向上
し、労働時間
削減の目標が
達成された。

板柳町 ２００
６板柳
改植組
合

果樹
(りん
ご)

▼【果
樹】▼
（生産
性向
上）▼
労働時
間の削
減（生
産量１
ｔ当た
りの削
減）
86.0時
間→
67.0時
間以下

86.0時
間

－ － － － － － － 67.0時
間

67.0時
間

100.0% 労働時間
の削減目
標を達成
生産量１
ｔ当たり
19.0時間

小規模土
地基盤整
備
改植一式
1.0ha

17,276,595 8,638,000 1,727,000 1,727,000 5,184,595 H19.3.26 わい化栽培
により省力
化が図ら
れ、生産量
１ｔ当たり
19.0時間の
労働時間が
削減され、
目標が達成
された。

事業による改
植でわい化栽
培への切り替
えにより、作
業効率の良い
園地づくりを
進め、労働時
間削減の目標
が達成され
た。



（青森県 平成２６年度）
メ

ニュー
①

メ
ニュー
②

事業内容 事業費

（円）

交付金 都道府
県費

市町村
費

その他

おい
らせ
町

十和田
おいら
せ農業
協同組
合

野菜
(だい
こん)

当該品目の
全出荷量に
占める契約
取引の割合
を33ポイン
ト以上増加

48.0% 実施年
度のた
め実績
なし

62.0% 62.4% 81.1% 43.5% 契約取引量
は目標を
491t上回っ
たものの、
全体の取扱
量が目標を
2,163t上
回ったた
め、割合と
しては目標
を達成でき
なかった。

野菜
（だい
こん）

当該品目の
全出荷量に
占めるブラ
ンド野菜の
割合を30ポ
イント以上
増加

30.0% 実施年
度のた
め実績
なし

50.0% 16.5% 60.0% -45.0% 平成26年
は雪解け
が遅く、
春作業が
大幅に遅
れたた
め、TOM-
VEGEブラ
ンドの条
件である
土壌採取
ができな
い生産者
が多く、
TOM-VEGE
出荷割合
が計画時
より14ポ
イント低
下した

野菜集出
荷貯蔵施
設
(冷蔵施
設)

建設工事
一式

1620.8㎡
一式

310,
282,
350

145,
250,
000

15,
000,
000

150,
032,
350

H25.3
.28

冷蔵施設の導入により、
製品品質が向上した。ま
た、生産者が栽培管理に
集中できたことで、だい
こんの品質が向上した。
高齢化対策等として収穫
作業を請け負うことで平
成26年度取扱数量は
6,763tに伸び、目標の
4,600tに対する施設稼働
率は147%と良好である。
契約取引は目標の3,730t
に対し、平成26年度は
4,221tに拡大することが
できた。
適正施肥で生産するTOM-
VEGEブランドの割合は、
雪解けの遅れによる土壌
採取の減少により計画時
を下回る結果となったこ
とから、今後はJA職員に
よる土壌採取等で対応し
たい。

・高齢化対策などによ
り集荷量が大きく伸
び、結果として契約取
引割合の成果目標は達
成できなかったが、計
画時の契約出荷量を上
回っていることから事
業の実施効果は高いと
判断する。今後、目標
達成に向け販売先の開
拓等を支援する。
・ブランド野菜割合の
増加については、前年
度の伸び率が順調で、
目標達成可能と考えて
いたが、雪解けの遅れ
が原因で計画時を下回
る結果となったことか
ら、県が実施する講習
会等で土壌診断の必要
性を説明し、ブランド
品率の向上を支援す
る。

目標値
（平成
26年）

達成率

（工種、施
設区分、構
造、規格、
能力等）

達成率

（対象
作物・
畜種等
名）②

計画時
（平成
23年）

１年後
（平成
24年）

２年後
（平成
25年）

３年後
（平成
26年）

完了
年月
日

事業実施主体の評価 都道府県の評価 備考
（対象
作物・
畜種等
名）①

計画時
（平成
23年）

１年後
（平成
24年）

２年後
（平成
25年）

３年後
（平成
26年）

目標値
（平成
26年）

事業実施主体等取組評価報告書（産地競争力の強化を目的とした整備事業）

市町
村名

事業実
施主体
名

成果目標の
具体的な内

容①

事業実施後の状況①

成果目標の
具体的な実

績①

成果目標の
具体的な内

容②

事業実施後の状況②

成果目標
の具体的
な実績②

負担区分（円）



（青森県 平成２６年度）

メ
ニュー

①

メ
ニュー

②
事業内容 事業費

備
考

（円）

（工種、
施設区
分、構
造、規

格、能力

交付金
都道
府県
費

市町村費 その他

南部
町

八戸農
業協同
組合

果樹
(も

も、西
洋な
し)

▼【果
樹】▼
（需要
に応じ
た生産
量の確
保）▼
秀品そ
の他品
質の上
位規格
品の割
合を増
加

14.8% 19.8% 13.7% 26.6% 30.0% 77.6%

栽培指
導、適期
収穫指導
に取り組
んだ結
果、上位
規格品の
割合は
11.8ポイ
ント増加
したが、
目標達成
には至っ
ていな
い。

全出荷数
量
（あかつ
き及び川
中島白
桃）
134.9.t
上位規格
品の数量
35.9ｔ

果樹
(も

も、西
洋な
し)

▼【果
樹】▼
（需要
に応じ
た生産
量の確
保）▼
全出荷
量に占
める都
道府県
の奨励
品種の
割合を
増加

64.0% 69.2% 63.8% 66.8% 79.5% 18.1%

奨励品種
の割合は
2.8ポイ
ント増加
したが、
高齢化等
の原因に
より、３
年間での
植え替え
が完了し
なかっ
た。

全出荷数
量
202ｔ
奨励品種
の出荷量
134.9ｔ 集出荷貯

蔵施設
（内部セ
ンサー付
選果機）

67,200,000 32,000,000 0 0 35,200,000

H24.9.28 収穫時の
不順天候
で下位等
級品・加
工品が多
くなり、
また、高
齢化等に
より改植
が進まな
かったた
め、上位
規格品や
奨励品種
ともに増
加してい
るものの
目標を達
成するこ
とができ
なかっ
た。今後
は、生産
情報や収
穫期情報
をこまめ
に提供し
ていくと
ともに、
奨励品種
の優位性
をアピー
ルし改植
を推進し
ていくな
ど、上位
規格品や
奨励品種
の割合を
増加させ
るよう努
める。

収穫時の
不順天候
で下位等
級品・加
工品が多
くなり、
また、高
齢化等に
より改植
が進まな
かったた
め、上位
規格品や
奨励品種
ともに増
加してい
るものの
目標を達
成するこ
とができ
なかっ
た。今後
は生産者
の個別指
導を徹底
し目標達
成を図
る。

達成率

（対象
作物・
畜種等
名）②

計画時
（平成
23年）

１年後
（平成
24年）

２年後
（平成
25年）

３年後
（平成
26年）

目標
値

（平
成26
年）

完了年月
日

事業実施
主体の評

価

都道府県
の評価

（対象
作物・
畜種等
名）①

計画時
（平成
23年）

１年後
（平成
24年）

２年後
（平成
25年）

３年後
（平成
26年）

目標
値

（平
成26
年）

達成率

事業実施主体等取組評価報告書（産地競争力の強化を目的とした整備事業）

市町
村名

事業実
施主体

名

成果目
標の具
体的な
内容①

事業実施後の状況①

成果目標
の具体的
な実績①

成果目
標の具
体的な
内容②

事業実施後の状況②

成果目標
の具体的
な実績②

負担区分（円）



五所
川原
市

ごしょ
つがる
農業協
同組合

果樹
(りん
ご)

▼【果
樹】▼
（需要
に応じ
た生産
量の確
保）▼
全出荷
量に占
めるブ
ランド
品の割
合を増
加

0.5% 0.6% 7.3% 18.7% 9.7% 197.8%

ブランド
品の割合
は18.7%
となり目
標を大幅
に上回っ
た。

全出荷数
量
6,182t
ブランド
品の出荷
量
1,156ｔ

果樹
(りん
ご)

▼【果
樹】▼
（需要
に応じ
た生産
量の確
保）▼
全出荷
量に占
める海
外向け
の割合
を増加

0.0% 1.7% 1.9% 3.2% 3.1% 103.2%

海外向け
の割合が
3.2％と
なり目標
を達成し
た。

全出荷数
量
6,182t
海外向け
出荷量
198ｔ

集出荷貯
蔵施設

（内部セ
ンサー付
選果機）

574,350,000 273,500,000 0 55,000,000 245,850,000

H24.12.3 事業で導
入した内
部セン
サー付選
果機で内
部品質を
１００％
保証する
ことが可
能とな
り、取引
先の信頼
確保につ
ながり目
標を達成
すること
ができ
た。

内部品質
センサー
付選果機
の導入に
より品質
保証がで
きるよう
になり消
費者の信
頼も得ら
れ目標が
達成され
た。

91.6%
総合
所見

都道府県平
均達成率

・目標年度が２６年度となっている１５地区のうち１３地区で目標を達成している。
・目標を達成できなかった２地区（十和田おいらせ農業協同組合（おいらせ町）、八戸農業協同組合（南部町））についての県の対応は次のとおり。
　ア　契約取引割合の増加に向けた販売先の開拓支援。
　イ　ブランド野菜の割合増加に向け、県が実施する講習会等で土壌診断の必要性を説明。
　ウ　上位規格品の割合増加、奨励品種の作付拡大に向けた個別指導の徹底。


